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去る６月２５日（木）、岡山県中央会第65回通常総会を市内で開催。新型コロナウイルス感染症の拡大防止の為、規模を縮小、
フィジカルディスタンスを確保した実施となりました。詳細は2ｐに記載しておりますのでご覧ください。
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岡
山
県
中
央

会
は
、
本
年
65

周
年
を
迎
え
る

に
あ
た
り
、
70

周
年
に
向
け
て

当
会
の
進
む
べ

き
方
向
性
や
理

念
を
構
築
し
、

内
外
に
向
け
て

発
信
し
て
い
く

こ
と
を
目
的
と
し
て「G

ood Action Project

」を

策
定
し
、
通
常
総
会
に
て
披
露
い
た
し
ま
し
た
。

　「
連
・
挑
・
感
　
〜
連
携
・
挑
戦
で
感
動
の
先
駆
者

た
れ
〜
」を
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
と
し
、
連
携
組
織
の
専
門

支
援
機
関
と
し
て
の
誇
り
を
持
ち
、
新
た
な
連
携
の

可
能
性
に
つ
い
て
全
職
員
が
挑
戦
し
、
高
い
次
元
の

感
動
を
提
供
で
き
る
創
造
的
な
先
駆
者
を
目
指
す
こ

と
を
掲
げ
て
お
り
ま
す
。

　
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
若
手
職
員
が
中
心
と
な
り
、

昨
今
の
当
会
支
援
事
業
の
分
析
か
ら
将
来
的
に
あ
る

べ
き
姿
に
つ
い
て
検
討
。「
や
っ
て
み
よ
う
中
央
会
」

を
合
言
葉
に
、
高
い
志
と
自
覚
に
立
ち
、
中
小
企
業

支
援
に
取
り
組
む
職
員
が
持
つ
べ
き
理
念
を
表
現
し

た
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
作
成
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
当
会
Ｈ
Ｐ

で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
是
非
ご
一
読
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

Ｈ
Ｐ http://www.okachu.or.jp/2020/06/26/gap/

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 （
総
務
企
画
課
　
村
上
）

「
連
・
挑
・
感 

〜
連
携
・
挑
戦
で
感
動
の
先
駆
者
た
れ
〜
」

岡
山
県
中
央
会
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
に
つ
い
て

　
全
国
中
央
会
は
６
月
30
日（
火
）、
全
国
中
小
企
業

団
体
中
央
会
研
修
室（
東
京
都
）に
て
令
和
2
年
度
通

常
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。全
国
中
央
会
の
総
会
は
、

例
年
は
各
県
中
央
会
及
び
全
国
団
体
の
組
合
関
係
者

等
8
0
0
名
程
度
が
参
加
し
て
い
ま
す
が
、
本
年
度

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
を
踏
ま

え
、
大
幅
に
規
模
を
縮
小
し
て
開
催
。
岡
山
県
中
央

会
を
含
め
、
会
員
の
多
く
は
書
面
に
て
議
決
権
を
行

使
し
、
会
場
に
は
役
員
等
20
名
程
度
の
出
席
と
な
り

ま
し
た
。

　
森
洋
会
長
の
挨
拶
で
は
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
地
域
を
支
え
て
き
た
経
済

基
盤
は
深
刻
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
、
ま
た
こ
れ
ま
で

の
事
業
の
や
り
方
、
働
き
方
へ
の
再
考
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
が
中
小
企
業
組

合
を
通
じ
、
こ
の
状
況
に
柔
軟
に
対
応
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
全
国
中
央
会
と
47
中
央
会
、
全
国
団

体
の
連
携
を
よ
り
一
層
強
化
し
て
い
き
た
い
。」と
話

さ
れ
、
事
業
計
画
の
重
点
方
針
の
一
つ
に
も「
感
染
症

対
策
、
防
災
・
減
災
対
策
、
地
方
創
生
へ
の
取
組
み
の

拡
大
」が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 （
総
務
企
画
課
　
藤
田
）

全
国
中
小
企
業
団
体
中
央
会
　

令
和
２
年
度
通
常
総
会
開
催

　
去
る
６
月
16
日
、
岡
山
県
も
の
づ
く
り
女
性
中
央
会

の
第
2
回
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か

ら
、
W
e
b
会
議
シ
ス
テ
ム「
Z
O
O
M
」を
使
用
し
た

オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
実
施
さ
れ
、
会
員
10
名
が
自
社
・
自

宅
の
パ
ソ
コ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
か
ら
オ
ン
ラ
イ

ン
出
席
し
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、
経
営
力
の
向
上
及
び
研
鑽
を
通
じ
て
会

員
の
絆
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た「
経
営
塾
」や
、

自
社
の
求
め
る
人
材
像
を
明
確
化
し
具
体
的
な
マ
ッ

チ
ン
グ
に
繋
げ
て
い
く「
採
用
塾
」等
が
盛
り
込
ま
れ

た
事
業
計
画
が
、
原
案
通
り
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た

任
期
満
了
に
よ
る
役
員
改
選
が
行
わ
れ
、
会
長
の
本
多

美
奈
子
氏（
享
栄
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
㈱
）が
直
前
会

長
に
、
副
会
長
の
藤
原
加
奈
氏（
㈱
フ
ジ
ワ
ラ
テ
ク
ノ

ア
ー
ト
）が
新
た
に
会
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
案
決
議
後
、
藤
原
新
会
長
か
ら「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
、
先
行
き
を
見
通
す
こ
と
が
難

し
い
世
の
中
に
な
っ
て
い
る
が
、
女
性
な
ら
で
は
の
発

想
等
、
会
員
の

皆
様
が
持
つ
素

晴
ら
し
い
力
を

集
め
て
事
業
に

取
り
組
ん
で
行

き
た
い
」と
所

信
表
明
が
あ
り

ま
し
た
。
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岡
山
県
も
の
づ
く
り
女
性
中
央
会

第
2
回
通
常
総
会
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催

　
去
る
6
月
25
日（
木
）、
岡
山
県
中
央
会

第
65
回
通
常
総
会
を
岡
山
市
内
で
開
催
し

ま
し
た
。

　
今
年
度
の
総
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
を
目
的
と
し
て
、

規
模
を
大
幅
に
縮
小
し
て
の
開
催
と
な
り
、

出
席
者
の
間
隔
を
最
大
限
空
け
、
議
案
説

明
に
つ
い
て
も
要
点
の
み
の
説
明
を
心
が

け
る
こ
と
で
、
時
間
も
大
幅
に
短
縮
し
た

進
行
と
な
り
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
当
会
の
支
援
業
務
に
つ
い
て
、

各
課
の
機
能
別
に
支
援
の
ポ
イ
ン
ト
や
成

果
を
説
明
。
幅
広
い
業
種
・
業
態
の
組
合
の

多
種
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
支
援
事

業
の
ほ
か
、
も
の
づ
く
り
補
助
金
や
食
品

関
連
支
援
事
業
な
ど
企
業
を
直
接
支
援
す

る
事
業
の
成
果
な
ど
を
紹
介
い
た
し
ま
し

た
。
特
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
中
止
と
な
っ
た
雇
用
支
援

事
業「
企
業
説
明
会
」に
つ
い
て
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
Ｗ
ｅ
ｂ
説
明
会

を
早
期
に
導
入
・
実
施
し
た
こ
と
を
報
告

い
た
し
ま
し
た
。

　
併
せ
て
令
和
２
年
度
事
業
計
画
で
は
、

こ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
他
の
事
業
に
も
活
用
し
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
食
品
事
業

者
向
け
商
談
会
や
、
会
員
組
合
を
対
象
と

し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
室
の
導
入
を
企
画

し
て
い
る
な
ど
、
こ
の
状
況
下
に
負
け
ず

新
た
に
取
り
組
む
事
業
内
容
を
紹
介
い
た

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
本
総
会
で
は
、
役
員
の
任
期
満

了
に
伴
う
役
員
改
選
に
よ
り
、
会
長
・
理
事

及
び
監
事
の
選
任
が
行
わ
れ
、
新
役
員
は

次
の
と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　 （
総
務
企
画
課
　
村
上
）

岡
山
県
中
央
会
第
65
回
通
常
総
会
開
催

新役員体制（順不同：敬称略）

　氏　名
晝田　眞三
岸　　卓志
梶谷　俊介
大塚　泰文
大熊　力三
藤木　達夫
黒住　敏行
末長　範彦
志多木 勝俊
小林　廣士
河野　幹市
佐藤　章夫
永田　眞一
清原　三郎
髙橋　肇
黒木　立志
山本　國春
前坂　匡紀
宮武　孝昭
榮谷　善明
長谷川　誠
多々野 勝志
大久保 孝政
角田　熱志
藤原　愼二
岡﨑　世作
桑原　正弘
西　　康宏
万殿　貴志
長﨑　信行
中塚　利信
竹本　秀忠
丸本 仁一郎
松田　敏之
木村　容治
高橋　忠孝
小笠原 卓宏
大月　隆行
惠南　敏弘
藤原　加奈
高田　修造
松田　秀男
宮本　誠一

役名
会長

備考
　
　
　
　
新任
新任
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新任
新任
新任
新任
新任
新任
　
新任
　
　
新任

　　　　　組合名称
協同組合ウイングバレイ
岡山県商店街振興組合連合会
岡山県自動車整備商工組合
岡山県印刷工業組合
玉原鉄工業協同組合
丸五技術開発協同組合
岡山県中小企業団体中央会
岡山倉庫団地協同組合
井笠地区建設事業協同組合
協同組合中国経営合理化チェーン
岡山県味噌醸造協同組合
岡山再生資源事業協同組合
協同組合リブ
岡山県電気工事工業組合
協同組合岡山県管事業協会
備中織物構造改善工業組合
笠岡信用組合
協同組合岡山情報文化研究所
岡山県菓子工業組合
協同組合東岡山テクノセンター
協同組合岡山専門店会
協同組合テクノパーク総社
協同組合瀬戸内ファニチャー
岡山県テント工業組合
岡山県鋳造工業協同組合
協同組合岡山機工センター
協同組合岡山鉄工センター
協同組合岡山県卸センター
英田ふれあい協同組合
協同組合岡山県備前焼陶友会
岡山県木材協同組合連合会
岡山県運送事業協同組合連合会
岡山県酒造協同組合
両備事業協同組合
岡山県総合流通センター卸協同組合
湯原町旅館協同組合
岡山県自転車軽自動車商協同組合
岡山県コンクリート製品販売協同組合
岡山県中小企業団体青年中央会
岡山県ものづくり女性中央会
岡山県インテリア事業協同組合
岡山県貯水槽管理事業協同組合
岡山産業技術協同組合

副会長
（5名）

理事
（33名）

監事
（3名）

専務理事

令和２年度　役員名簿　（R2.6.25 ～）

新会長の藤原加奈氏
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地
域
を
支
え
て
き
た
経
済

基
盤
は
深
刻
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
、
ま
た
こ
れ
ま
で

の
事
業
の
や
り
方
、
働
き
方
へ
の
再
考
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
が
中
小
企
業
組

合
を
通
じ
、
こ
の
状
況
に
柔
軟
に
対
応
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
全
国
中
央
会
と
47
中
央
会
、
全
国
団

体
の
連
携
を
よ
り
一
層
強
化
し
て
い
き
た
い
。」と
話

さ
れ
、
事
業
計
画
の
重
点
方
針
の
一
つ
に
も「
感
染
症

対
策
、
防
災
・
減
災
対
策
、
地
方
創
生
へ
の
取
組
み
の

拡
大
」が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 （
総
務
企
画
課
　
藤
田
）

全
国
中
小
企
業
団
体
中
央
会
　

令
和
２
年
度
通
常
総
会
開
催

　
去
る
６
月
16
日
、
岡
山
県
も
の
づ
く
り
女
性
中
央
会

の
第
2
回
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か

ら
、
W
e
b
会
議
シ
ス
テ
ム「
Z
O
O
M
」を
使
用
し
た

オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
実
施
さ
れ
、
会
員
10
名
が
自
社
・
自

宅
の
パ
ソ
コ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
か
ら
オ
ン
ラ
イ

ン
出
席
し
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、
経
営
力
の
向
上
及
び
研
鑽
を
通
じ
て
会

員
の
絆
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た「
経
営
塾
」や
、

自
社
の
求
め
る
人
材
像
を
明
確
化
し
具
体
的
な
マ
ッ

チ
ン
グ
に
繋
げ
て
い
く「
採
用
塾
」等
が
盛
り
込
ま
れ

た
事
業
計
画
が
、
原
案
通
り
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た

任
期
満
了
に
よ
る
役
員
改
選
が
行
わ
れ
、
会
長
の
本
多

美
奈
子
氏（
享
栄
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
㈱
）が
直
前
会

長
に
、
副
会
長
の
藤
原
加
奈
氏（
㈱
フ
ジ
ワ
ラ
テ
ク
ノ

ア
ー
ト
）が
新
た
に
会
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
案
決
議
後
、
藤
原
新
会
長
か
ら「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
、
先
行
き
を
見
通
す
こ
と
が
難

し
い
世
の
中
に
な
っ
て
い
る
が
、
女
性
な
ら
で
は
の
発

想
等
、
会
員
の

皆
様
が
持
つ
素

晴
ら
し
い
力
を

集
め
て
事
業
に

取
り
組
ん
で
行

き
た
い
」と
所

信
表
明
が
あ
り

ま
し
た
。

         

　
　
　
　
　
　
　
　  （
総
務
企
画
課
　
藤
田
）

岡
山
県
も
の
づ
く
り
女
性
中
央
会

第
2
回
通
常
総
会
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催

　
去
る
6
月
25
日（
木
）、
岡
山
県
中
央
会

第
65
回
通
常
総
会
を
岡
山
市
内
で
開
催
し

ま
し
た
。

　
今
年
度
の
総
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
を
目
的
と
し
て
、

規
模
を
大
幅
に
縮
小
し
て
の
開
催
と
な
り
、

出
席
者
の
間
隔
を
最
大
限
空
け
、
議
案
説

明
に
つ
い
て
も
要
点
の
み
の
説
明
を
心
が

け
る
こ
と
で
、
時
間
も
大
幅
に
短
縮
し
た

進
行
と
な
り
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
当
会
の
支
援
業
務
に
つ
い
て
、

各
課
の
機
能
別
に
支
援
の
ポ
イ
ン
ト
や
成

果
を
説
明
。
幅
広
い
業
種
・
業
態
の
組
合
の

多
種
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
支
援
事

業
の
ほ
か
、
も
の
づ
く
り
補
助
金
や
食
品

関
連
支
援
事
業
な
ど
企
業
を
直
接
支
援
す

る
事
業
の
成
果
な
ど
を
紹
介
い
た
し
ま
し

た
。
特
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
中
止
と
な
っ
た
雇
用
支
援

事
業「
企
業
説
明
会
」に
つ
い
て
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
Ｗ
ｅ
ｂ
説
明
会

を
早
期
に
導
入
・
実
施
し
た
こ
と
を
報
告

い
た
し
ま
し
た
。

　
併
せ
て
令
和
２
年
度
事
業
計
画
で
は
、

こ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
他
の
事
業
に
も
活
用
し
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
食
品
事
業

者
向
け
商
談
会
や
、
会
員
組
合
を
対
象
と

し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
室
の
導
入
を
企
画

し
て
い
る
な
ど
、
こ
の
状
況
下
に
負
け
ず

新
た
に
取
り
組
む
事
業
内
容
を
紹
介
い
た

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
本
総
会
で
は
、
役
員
の
任
期
満

了
に
伴
う
役
員
改
選
に
よ
り
、
会
長
・
理
事

及
び
監
事
の
選
任
が
行
わ
れ
、
新
役
員
は

次
の
と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　 （
総
務
企
画
課
　
村
上
）

岡
山
県
中
央
会
第
65
回
通
常
総
会
開
催

新役員体制（順不同：敬称略）

　氏　名
晝田　眞三
岸　　卓志
梶谷　俊介
大塚　泰文
大熊　力三
藤木　達夫
黒住　敏行
末長　範彦
志多木 勝俊
小林　廣士
河野　幹市
佐藤　章夫
永田　眞一
清原　三郎
髙橋　肇
黒木　立志
山本　國春
前坂　匡紀
宮武　孝昭
榮谷　善明
長谷川　誠
多々野 勝志
大久保 孝政
角田　熱志
藤原　愼二
岡﨑　世作
桑原　正弘
西　　康宏
万殿　貴志
長﨑　信行
中塚　利信
竹本　秀忠
丸本 仁一郎
松田　敏之
木村　容治
高橋　忠孝
小笠原 卓宏
大月　隆行
惠南　敏弘
藤原　加奈
高田　修造
松田　秀男
宮本　誠一

役名
会長

備考
　
　
　
　
新任
新任
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新任
新任
新任
新任
新任
新任
　
新任
　
　
新任

　　　　　組合名称
協同組合ウイングバレイ
岡山県商店街振興組合連合会
岡山県自動車整備商工組合
岡山県印刷工業組合
玉原鉄工業協同組合
丸五技術開発協同組合
岡山県中小企業団体中央会
岡山倉庫団地協同組合
井笠地区建設事業協同組合
協同組合中国経営合理化チェーン
岡山県味噌醸造協同組合
岡山再生資源事業協同組合
協同組合リブ
岡山県電気工事工業組合
協同組合岡山県管事業協会
備中織物構造改善工業組合
笠岡信用組合
協同組合岡山情報文化研究所
岡山県菓子工業組合
協同組合東岡山テクノセンター
協同組合岡山専門店会
協同組合テクノパーク総社
協同組合瀬戸内ファニチャー
岡山県テント工業組合
岡山県鋳造工業協同組合
協同組合岡山機工センター
協同組合岡山鉄工センター
協同組合岡山県卸センター
英田ふれあい協同組合
協同組合岡山県備前焼陶友会
岡山県木材協同組合連合会
岡山県運送事業協同組合連合会
岡山県酒造協同組合
両備事業協同組合
岡山県総合流通センター卸協同組合
湯原町旅館協同組合
岡山県自転車軽自動車商協同組合
岡山県コンクリート製品販売協同組合
岡山県中小企業団体青年中央会
岡山県ものづくり女性中央会
岡山県インテリア事業協同組合
岡山県貯水槽管理事業協同組合
岡山産業技術協同組合

副会長
（5名）

理事
（33名）

監事
（3名）

専務理事

令和２年度　役員名簿　（R2.6.25 ～）

新会長の藤原加奈氏
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新型コロナウイルス感染症関係の支援施策情報
雇用調整助成金の特例措置の追加拡充について
休業手当に要した費用を助成する制度「雇用調整助成金」の新型コロナウイルス感染症にかかる特例措置に
ついて、下記のとおり拡充が行われましたのでお知らせします。助成上限額の引上げ等の拡充措置は、受給
済、申請済の方にも適用されます。詳細は厚生労働省HPをご覧ください。
（https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/koyou/kyufukin/pageL07.html）
•助成上限額の引上げ
　1日1人あたり助成額の上限額8330円を1万5000円へ引上げ。
•解雇等をせず雇用の維持に努めた中小企業の助成率の拡充
　原則9/10（一定の要件を満たす場合は10/10）となっていた助成率を、一律10/10に引上げ。
•緊急対応期間の延長
　特例措置が適用される緊急対応期間の終期を9月30日まで延長。
•出向の特例措置等
　支給対象となる出向期間を、緊急対応期間内において「1か月以上1年以内」に緩和。

家賃支援給付金について
経済産業省・中小企業庁より、地代・家賃（賃料）の負担を軽減することを目的とし、テナント事業者に対し
て「家賃支援給付金」が支給されます。申請受付は開始されていませんが（6月29日時点）、申請方法等の詳
細内容と合わせて、追って経済産業省HP等より公表される予定です。
１．給付対象者
　テナント事業者のうち、中堅企業、中小企業、小規模事業者、個人事業者等であって、5月～ 12月におい
　て以下のいずれかに該当する者に、給付金を支給。
　①いずれか1カ月の売上高が前年同月比で50％以上減少
　②連続する3ヶ月の売上高が前年同期比で30％以上減少
２．給付額・給付率
　申請時の直近の支払賃料
（月額）に基づいて算出さ
れる給付額（月額）を基
に、6カ月分の給付額に
相当する額を支給。（法
人は最大600万円、個人
事業主は最大300万円）

岡山県事業継続特別支援金の申請受付開始
岡山県より「岡山県事業継続特別支援金」の申請受付が開始されました。多くの従業員を雇用し、地域経済
を支える中堅・中小企業への支援として、従業員数に応じた支援金が給付されます。詳細は岡山県HPをご
覧ください。（https://www.pref.okayama.jp/page/665757.html）
１　支援対象（次の要件を全て満たしている事業者）
　   (1) 国の持続化給付金の給付を受けた事業者
　   (2) 県内に主たる事業所を有する会社法上の会社及び個人事業者
　   (3) 令和２年３月末、４月末又は５月末のいずれかの時点において、雇用保険法で規定する被保険者数
　　　   （以下「被保険者」）が21人以上である事業者
　   (4) 下記①から④に該当しない事業者
　　     ①既に支援金の交付を受けた事業者、②会社の役員等又は個人が暴力団員等と社会的に非難される 
　　　  べき関係を有している事業者、③風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律第２条に規定
　　　  する営業を行う事業者、④支援金の趣旨・目的に照らして適当でないと知事が認める事業者
２　支援内容
　　被保険者１人当たり２万円（上限１千万円）
３　受付期間
　　令和２年６月26日（金）から令和３年３月１日（月）まで　※令和３年３月１日(月)の消印有効

〈法人の場合：1カ月あたり〉 〈個人事業者の場合：1カ月あたり〉
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組合クローズアップ
組合クローズアップ

林
業
・
木
材
業
界
の
現
状
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い

木
材
需
要
は
、
住
宅
着
工
戸
数
減

少
を
主
要
因
と
し
て
長
期
的
に
漸
減

し
て
い
ま
す
。
住
宅
着
工
戸
数
は
、

2
0
0
6
年
か
ら
2
0
1
9
年
に
か

け
て
約
1
2
9
万
戸
か
ら
約
90
万
戸

ま
で
減
少
し
て
お
り
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
影
響
か
ら
2
0
2

0
年
度
は
73
万
戸
ま
で
落
ち
込
む
と

い
う
予
測
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
今
後

世
帯
数
が
減
少
に
転
じ
る
こ
と
も
大

き
な
不
安
材
料
で
す
。

　
ま
た
、
こ
う
し
た
木
材
需
要
の
減

少
に
よ
り
、
森
林
資
源
の
循
環
利
用

の
停
滞
が
環
境
問
題
に
な
っ
て
い
ま

す
。
戦
後
造
林
さ
れ
た
人
工
林
の
多

く
は
利
用
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
利

用
期
の
森
林
は
、
適
切
な
伐
採
に
よ

り
、
二
酸
化
炭
素
吸
収
量
の
高
い
若

い
樹
木
に
入
替
え
、
土
砂
災
害
防
止

の
為
に
保
水
力
の
あ
る
下
草
が
生
え

や
す
い
環
境
と
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
岡
山
県
で
も
県
産
材
利
用
促
進

の
為
、
住
宅
や
P
R
効
果
の
高
い
施

設
に
県
産
材
を
使
用
す
る
場
合
へ
の

助
成
金
等
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

既
存
の
需
要
が
減
少
す
る
中
で
、

ど
う
い
っ
た
動
き
が
あ
り
ま
す
か

中
高
層
建
築
物
の
木
造
化
に
向
け

て
、
木
材
の
繊
維
方
向
を
直
交
さ
せ

た
集
成
材
で
あ
る
C
L
T（
直
交
集
成

板
）が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
C
L
T

は
、
寸
法
安
定
性
に
優
れ
強
度
性
能

が
明
確
、
遮
音
性
や
断
熱
性
が
高
い
、

柱
や
梁
を
不
要
と
し
た
工
法
が
可

能
、
と
い
っ
た
特
徴
が

あ
り
ま
す
が
、
ま
だ
海

外
と
比
較
し
て
施
工
体

制
が
整
備
で
き
て
い
な

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

当
連
合
会
と
し
て
も
、

木
本
来
の
風
合
い
を

持
っ
た
無
垢
材
と
合
わ

せ
て
、
積
極
的
な
利
用

を
各
方
面
に
働
き
か
け

て
い
ま
す
。

　
ま
た
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
へ
の
活
用

も
広
が
っ
て
い
ま
す
。
県
内
で
は

2
0
1
5
年
の
真
庭
市
か
ら
、2
0
1

9
年
に
笠
岡
市
、
今
年
５
月
に
新
見

市
で
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
が
稼

働
し
て
お
り
、
2
0
1
9
年
に
は
県

内
木
材
利
用
量
の
約
２
割
が
バ
イ
オ

マ
ス
発
電
の
燃
料
と
し
て
活
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
近
年
、
ヒ
ノ
キ
を
中
心
に
岡

山
県
か
ら
海
外
へ
の
木
材
輸
出
額
が

増
加
し
て
い
ま
す
。
天
然
林
の
商
業

伐
採
を
禁
止
し
て
い
る
中
国
や
、
子

供
の
勉
強
の
集
中
力
を
高
め
る
等
と

し
て
ヒ
ノ
キ
が
ブ
ー
ム
に
な
っ
て
い

る
韓
国
等
が
主
な
輸
出
先
で
す
。
組

合
員
も
協
力
し
て
、
海
外
展
示
会
の

開
催
や
、
東
京
五
輪
選
手
村
に
角
材

と
C
L
T
1
0
0
㎥
を
供
給
す
る
等
、

県
産
ヒ
ノ
キ
の
P
R
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
当
連
合
会
に
お
い
て
も「
伐
っ
て
、

使
っ
て
、
植
え
る
」森
林
資
源
の
循

環
利
用
の
実
現
を
図
り
、
ひ
い
て
は

地
球
温
暖
化
防
止
、
県
土
保
全
、
地

域
活
性
化
に
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
を

期
待
し
て
、
今
後
も
木
材
の
利
用
促

進
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
　  （
取
材
：
総
務
企
画
課
　
藤
田
）

情
報
連
絡
員
に
聞
く
岡
山
県
木
材
協
同
組
合
連
合
会

　
　
　
　
　
　  

事
務
局
長
　矢
田
貝
茂
氏

連合会では木の良さを伝えるイベント等を実施

岡山県木材協同組合連合会事務局長の矢田貝茂氏

岡
山
駅
前
商
店
街
振
興
組
合
は
、
去
る
3
月
18
日

に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
に
よ

る
影
響
を
受
け
た
事
業
者
向
け
の
融
資
制
度
に
つ
い

て
、
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
岡
山
駅
前
商
店
街

振
興
組
合
は
、
組
合
員
の
多
く
を
飲
食
業
者
が
占
め

て
お
り
、
資
金
繰
り
に
不
安
を
抱
え
る
組
合
員
も
多

い
こ
と
か
ら
講
習
会
を
実
施
。
中
国
銀
行
岡
山
駅
前

支
店
の
職
員
を
講
師
と
し
て
、
生
活
衛
生
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
特
別
貸
付
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
対
策
衛
経
の
拡
充
と
い
っ
た
各
種
資
金
繰
り
支

援
メ
ニ
ュ
ー
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
参

加
者
か
ら「
自
社
に
合
っ
た
融
資
制
度
に
つ
い
て
よ

く
分
か
っ
た
」と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
5
月
26
日
に
は
通
常
総
会
の
開
催
に
合
わ

せ
て
持
続
化
給
付
金
の
講
習
会
を
行
っ
て
お
り
、
今

後
も
家
賃
支
援
給
付
金
等
に
つ
い
て
講
習
会
を
実
施

し
て
い
く
方
針
で
す
。
ま
た
希
望
す
る
組
合
員
は
、

各
種
給
付
金
等
に
つ
い
て
、
組
合
事
務
局
職
員
に
よ

る
申
請
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
ら
れ
る
体
制
と
し
て
い

ま
す
。

事
務
局
長
の
本
村
哲
治
氏
は「
組
合
員
の
為
に
で
き

る
こ
と
は
何
で
も
取
り
組
み
た
い
。
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
や

地
元
産
品
を
活
か
し
た
メ
ニ
ュ
ー
の
共
同
開
発
に
も

取
り
組
め
な
い
か
と
考
え
て
お
り
、
皆
様
の
協
力
を
得

な
が
ら
ぜ
ひ
形
に
し
た
い
」と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
総
務
企
画
課
　
藤
田
）

資
金
繰
り
支
援
策
等
の
講
習
会
を
開
催

岡
山
駅
前
商
店
街
振
興
組
合

が
ん
ば
る
組
合

が
ん
ば
る
組
合

が
ん
ば
る
組
合

が
ん
ば
る
組
合

が
ん
ば
る
組
合

が
ん
ば
る
組
合

が
ん
ば
る
組
合

が
ん
ば
る
組
合

が
ん
ば
る
組
合

が
ん
ば
る
組
合

が
ん
ば
る
組
合

が
ん
ば
る
組
合

が
ん
ば
る
組
合

が
ん
ば
る
組
合

が
ん
ば
る
組
合

が
ん
ば
る
組
合
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去
る
5
月
25
日
、
岡
山
県
は
各
経
済
団
体
に
対
し
、

左
記
内
容
の
若
年
者
雇
用
等
に
関
す
る
要
請
を
行
い

ま
し
た
。

　
当
会
と
し
ま
し
て
も
、
本
誌
6
、
7
p
掲
載
記
事
の

と
お
り
、
岡
山
県
や
中
国
経
済
産
業
局
と
と
も
に
、

感
染
拡
大
に
配
慮
し
た
就
職
面
接
会
の
実
施
や
、
企

業
に
お
け
る
働
き
方
改
革
に
向
け
た
意
識
の
醸
成
な

ど
、
各
種
支
援
策
を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、
厳
し
い
経
営
環
境
に
あ
る

こ
と
は
十
分
承
知
し
て
お
り
ま
す
が
、
現
下
の
雇
用

を
維
持
す
る
と
と
も
に
、
新
規
学
卒
者
の
積
極
的
な

採
用
の
継
続
等
、
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

【
要
請
内
容
】

•
従
業
員
の
雇
用
維
持

•
新
規
学
卒
者
等
の
積
極
的
な
正
社
員
採
用
の
継
続

•
非
正
規
労
働
者
等
の
正
社
員
転
換
の
促
進

•
オ
ン
ラ
イ
ン
等
の
多
様
な
採
用
手
段
の
活
用
な
ど
、

最
大
限
柔
軟
な
採
用
活
動
の
実
施

•
若
者
の
I
J
U
タ
ー
ン
就
職
の
促
進

•
入
社
後
の
人
材
育
成
と
職
場
定
着
促
進

•
す
べ
て
の
働
く
人
に
と
っ
て
多
様
な
働
き
方
が
実

現
で
き
る
職
場
環
境
づ
く
り

•
障
害
の
あ
る
人
の
雇
用
の
場
の
確
保

•
身
元
調
査
を
行
わ
な
い
な
ど
公
正
な
採
用
選
考
シ

ス
テ
ム
の
確
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 （
総
務
企
画
課
　
藤
田
）

若
年
者
雇
用
等
に
関
す
る

協
力
の
お
願
い

　
　

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に

よ
り
、
就
活
イ
ベ
ン
ト
は
全
国
的
に

軒
並
み
延
期
・
中
止
と
な
り
、
企
業
と

就
活
生
と
の
接
点
が
減
少
す
る
中
、

岡
山
県
中
央
会
で
は
出
会
い
の
場
の

提
供
と
し
て
、Ｗ
ｅ
ｂ
形
式
で
の
企
業

説
明
や
面
接
を
行
う
た
め
の
就
活

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
開
設
し
ま
し
た
。

　
３
月
上
旬
に
予
定
し
て
い
た
大
学

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
岡
山
と
の
共
催
イ

ベ
ン
ト「
岡
山
県
合
同
企
業
説
明
会
」

に
代
わ
り
、
同
月
25
日
に「
Ｗｅ
ｂ
版

岡
山
県
合
同
企
業
説
明
会
」を
開
催
。

就
活
生
は
本
サ
イ
ト
の
企
業
紹
介
動

画
か
ら
情
報
を
収
集
で
き
、

興
味
の
あ
る
企
業
に
連
絡
先

を
送
る
と
企
業
側
か
ら
の
ア

プ
ロ
ー
チ
を
受
け
ら
れ
る
シ

ス
テ
ム
と
な
っ
て
い
ま
す（
６

月
末
で
終
了
）。

　
ま
た
、
６
月
に
は
企
業
と

就
活
生
が
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
シ
ス

テ
ム「
Z
O
O
M
」を
使
っ
て

オ
ン
ラ
イ
ン
で
面
接
を
行
う

「
お
か
や
ま
就
職
マ
ッ
チ
ン
グ
フ
ェ

ア
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
面
接
は
、
互
い
の
微

妙
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
や
意
図
が
伝
わ
り

づ
ら
い
な
ど
の
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り

ま
す
が
、
一
方
で
、
時

間
と
費
用
の
削
減
に
よ

る
マ
ッ
チ
ン
グ
機
会
の

増
加
や
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の

拡
大
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト

が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
今
回
の
イ
ベ

ン
ト
に
参
加
し
た
学
生

回
答
者
の
92
％
が
、
就

職
活
動
に
関
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
を
感
じ
て
お
り（
就
活

イ
ベ
ン
ト
や
企
業
訪
問
の
中
止
や
延

期
、
企
業
側
の
採
用
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

の
変
化
、
地
域
間
で
の
移
動
自
粛
要

請
）、
企
業
と
就
活
生
と
の
様
々
な
形

で
の
接
点
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。

　
中
央
会
で
は
、
７
、
８
月
に
お
か

や
ま
就
職
マ
ッ
チ
ン
グ
フ
ェ
ア
第
2

弾
を
追
加
開
催
し
ま
す
。
新
し
い
カ

タ
チ
で
の
採
用
活
動
に
興
味
の
あ
る

方
は
企
業
人
材
支
援
課
ま
で
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。　 

　
　
　（
企
業
人
材
支
援
課
　
市
村
）

「
Ｗｅ
ｂ
版
お
か
や
ま
就
職
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
」開
設

　
岡
山
県
中
央
会
が
県
補
助
事
業
と
し

て
実
施
し
て
い
る「
中
小
企
業
U
タ
ー
ン

就
職
促
進
奨
学
金
返
還
支
援
事
業
」は
、

I
・
J
・
U
タ
ー
ン
就
職
し
た
従
業
員
の

奨
学
金
返
還
を
支
援
す
る
企
業
に
対
し

て
、
そ
の
負
担
額
の
一
部
を
補
助
し
て

い
ま
す
。
こ
の
度
、
支
援
対
象
と
な
る
従

業
員
の
要
件
を
、こ
れ
ま
で
の「
東
京
圏
」

か
ら「
岡
山
県
外
全
域
か
ら
I
・
J
・
U

タ
ー
ン
就
職
し
た
従
業
員
」に
拡
大
し
ま

し
た
。

　
当
事
業
は
、
I
・
J
・
U
タ
ー
ン
で
入

社
し
た
従
業
員
の
奨
学
金
返
済
を
支
援

す
る
制
度
を
設
け
て
い
る
等
の
要
件
を

満
た
し
た
企
業
に
、
手
当
な
ど
と
し
て

年
間
に
支
給
し
た
額
の
2
分
の
1
ま
た

は
9
万
円
の
い
ず
れ
か
低
い
額
を
5
年

間
補
助
す
る
も
の
で
す
。
補
助
対
象
が

「
従
業
員
」で
は
な
く
、「
企
業
」で
あ
る
こ

と
が
特
徴
で
す
。
こ
の
度
の
対
象
エ
リ

ア
の
拡
大
は
企
業
か
ら
の
要
望
に
応
え

た
も
の
で
、
よ
り
利
用
し
や
す
い
事
業

と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
当
事
業
を
活
用
し
た
企
業
に

は
、
岡
山
県
及
び
岡
山
県
中
央
会
が
実
施

す
る
東
京
・
大
阪
で
の
就
活
イ
ベ
ン
ト
や

企
業
交
流
会
へ
の
優
先
参
加
、
岡
山
県
中

央
会
が
運
営
す
る
人
材
関
連
情
報
W
e
b

サ
イ
ト「
き
ら
お
か
」上
で
の
紹
介
等
の

特
典
が
あ
り
ま
す
。

　
本
事
業
の
詳
細
は「
き
ら
お
か
」に
掲

載
し
て
い
ま
す（http://w

w
w
.kirari-

okayam
a.jp/uturn.php

）。
是
非
皆

様
の
人
材
採
用
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
問

い
合
わ
せ
は
岡
山
県
中
央
会
の
企
業
人

材
支
援
課
へ
。

　
　
　
　  （
企
業
人
材
支
援
課
　
大
野
）

「
中
小
企
業
U
タ
ー
ン
就
職
促
進
奨
学
金
返
還
支
援
事
業
」

東
京
圏
か
ら
岡
山
県
外
に
対
象
エ
リ
ア
拡
大

人
材
確
保
へ
登
録
企
業
募
集
中

　
去
る
６
月
12
日
、
岡
山
県
中
央
会
は

岡
山
県
人
材
還
流
・
定
着
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

事
業（
県
委
託
事
業
）の
一
環
と
し
て「
新

入
社
員
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
研
修
」を
開
催

し
ま
し
た
。

　
本
研
修
は
社
員
の
早
期
離
職
防
止
・
職

場
定
着
に
繋
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
W
e
b
会
議

シ
ス
テ
ム「
Z
O
O
M
」を
使
用
し
た
オ

ン
ラ
イ
ン
に
て
実
施
し
、
県
内
企
業
13

社
か
ら
今
春
入
社
の
新
人
社
員
42
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
研
修
で
は
、「
Z
O
O
M
」を
使
用
し
た

研
修
実
績
が
豊
富
な
㈱
イ
ン
ソ
ー
ス
の

重
里
恭
子
氏
を
招
聘
し
、
社
会
人
と
し

て
の
心
構
え
と
、
社
会
や
職
場
の
ル
ー

ル
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
く
こ
と

を
テ
ー
マ
に
お
話
し
頂
き
ま
し

た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
研
修
は

初
め
て
の
方
が
多
く
、
最
初
は

戸
惑
い
や
緊
張
も
感
じ
ら
れ
ま

し
た
が
、
徐
々
に
慣
れ
て
く
る

と
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
大
い

に
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
ま

し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、「（
他
社
）同

期
と
話
す
時
間
が
多
く
あ
り
、

仕
事
に
対
す
る
意
識
が
高
ま
っ

た
」「
自
身
と
同
じ
く
、
不
安
を
抱
え
て

い
る
中
で
頑
張
っ
て
い
る
同
期
が
大
勢

い
る
の
だ
と
勇
気
づ
け
ら
れ
た
」な
ど
の

感
想
が
寄
せ
ら
れ
、
入
社
し
て
2
ヵ
月
が

経
ち
、
社
会
人
と
し
て
の
自
覚
を
再
認
識

で
き
た
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
研
修
は
ネ
ッ
ト
環

境
が
あ
れ
ば
P
C
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
自

宅
や
自
社
か
ら
受
講
が
可
能
、
今
回
の
参

加
者
か
ら
も
、「
オ
ン
ラ
イ
ン
で
あ
っ
て

も
特
に
不
便
な
こ
と
も
な
く
有
用
な
研

修
だ
っ
た
」「
対
面
で
は
な
い
分
新
鮮
」な

ど
の
声
も
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
岡
山
県
中
央
会
で
は
職
場
定
着
の
た

め
の
研
修
事
業
を
今
後
も
予
定
し
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
企
業
人
材
支
援
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
    

　
　
　 （
企
業
人
材
支
援
課
　
市
村
）

オ
ン
ラ
イ
ン
新
入
社
員
研
修
を
開
催
し
ま
し
た

「きらおか」
事業紹介ページ
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去
る
5
月
25
日
、
岡
山
県
は
各
経
済
団
体
に
対
し
、

左
記
内
容
の
若
年
者
雇
用
等
に
関
す
る
要
請
を
行
い

ま
し
た
。

　
当
会
と
し
ま
し
て
も
、
本
誌
6
、
7
p
掲
載
記
事
の

と
お
り
、
岡
山
県
や
中
国
経
済
産
業
局
と
と
も
に
、

感
染
拡
大
に
配
慮
し
た
就
職
面
接
会
の
実
施
や
、
企

業
に
お
け
る
働
き
方
改
革
に
向
け
た
意
識
の
醸
成
な

ど
、
各
種
支
援
策
を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、
厳
し
い
経
営
環
境
に
あ
る

こ
と
は
十
分
承
知
し
て
お
り
ま
す
が
、
現
下
の
雇
用

を
維
持
す
る
と
と
も
に
、
新
規
学
卒
者
の
積
極
的
な

採
用
の
継
続
等
、
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

【
要
請
内
容
】

•
従
業
員
の
雇
用
維
持

•
新
規
学
卒
者
等
の
積
極
的
な
正
社
員
採
用
の
継
続

•
非
正
規
労
働
者
等
の
正
社
員
転
換
の
促
進

•
オ
ン
ラ
イ
ン
等
の
多
様
な
採
用
手
段
の
活
用
な
ど
、

最
大
限
柔
軟
な
採
用
活
動
の
実
施

•
若
者
の
I
J
U
タ
ー
ン
就
職
の
促
進

•
入
社
後
の
人
材
育
成
と
職
場
定
着
促
進

•
す
べ
て
の
働
く
人
に
と
っ
て
多
様
な
働
き
方
が
実

現
で
き
る
職
場
環
境
づ
く
り

•
障
害
の
あ
る
人
の
雇
用
の
場
の
確
保

•
身
元
調
査
を
行
わ
な
い
な
ど
公
正
な
採
用
選
考
シ

ス
テ
ム
の
確
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 （
総
務
企
画
課
　
藤
田
）

若
年
者
雇
用
等
に
関
す
る

協
力
の
お
願
い

　
　

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に

よ
り
、
就
活
イ
ベ
ン
ト
は
全
国
的
に

軒
並
み
延
期
・
中
止
と
な
り
、
企
業
と

就
活
生
と
の
接
点
が
減
少
す
る
中
、

岡
山
県
中
央
会
で
は
出
会
い
の
場
の

提
供
と
し
て
、Ｗ
ｅ
ｂ
形
式
で
の
企
業

説
明
や
面
接
を
行
う
た
め
の
就
活

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
開
設
し
ま
し
た
。

　
３
月
上
旬
に
予
定
し
て
い
た
大
学

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
岡
山
と
の
共
催
イ

ベ
ン
ト「
岡
山
県
合
同
企
業
説
明
会
」

に
代
わ
り
、
同
月
25
日
に「
Ｗｅ
ｂ
版

岡
山
県
合
同
企
業
説
明
会
」を
開
催
。

就
活
生
は
本
サ
イ
ト
の
企
業
紹
介
動

画
か
ら
情
報
を
収
集
で
き
、

興
味
の
あ
る
企
業
に
連
絡
先

を
送
る
と
企
業
側
か
ら
の
ア

プ
ロ
ー
チ
を
受
け
ら
れ
る
シ

ス
テ
ム
と
な
っ
て
い
ま
す（
６

月
末
で
終
了
）。

　
ま
た
、
６
月
に
は
企
業
と

就
活
生
が
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
シ
ス

テ
ム「
Z
O
O
M
」を
使
っ
て

オ
ン
ラ
イ
ン
で
面
接
を
行
う

「
お
か
や
ま
就
職
マ
ッ
チ
ン
グ
フ
ェ

ア
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
面
接
は
、
互
い
の
微

妙
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
や
意
図
が
伝
わ
り

づ
ら
い
な
ど
の
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り

ま
す
が
、
一
方
で
、
時

間
と
費
用
の
削
減
に
よ

る
マ
ッ
チ
ン
グ
機
会
の

増
加
や
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の

拡
大
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト

が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
今
回
の
イ
ベ

ン
ト
に
参
加
し
た
学
生

回
答
者
の
92
％
が
、
就

職
活
動
に
関
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
を
感
じ
て
お
り（
就
活

イ
ベ
ン
ト
や
企
業
訪
問
の
中
止
や
延

期
、
企
業
側
の
採
用
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

の
変
化
、
地
域
間
で
の
移
動
自
粛
要

請
）、
企
業
と
就
活
生
と
の
様
々
な
形

で
の
接
点
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。

　
中
央
会
で
は
、
７
、
８
月
に
お
か

や
ま
就
職
マ
ッ
チ
ン
グ
フ
ェ
ア
第
2

弾
を
追
加
開
催
し
ま
す
。
新
し
い
カ

タ
チ
で
の
採
用
活
動
に
興
味
の
あ
る

方
は
企
業
人
材
支
援
課
ま
で
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。　 

　
　
　（
企
業
人
材
支
援
課
　
市
村
）

「
Ｗｅ
ｂ
版
お
か
や
ま
就
職
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
」開
設

　
岡
山
県
中
央
会
が
県
補
助
事
業
と
し

て
実
施
し
て
い
る「
中
小
企
業
U
タ
ー
ン

就
職
促
進
奨
学
金
返
還
支
援
事
業
」は
、

I
・
J
・
U
タ
ー
ン
就
職
し
た
従
業
員
の

奨
学
金
返
還
を
支
援
す
る
企
業
に
対
し

て
、
そ
の
負
担
額
の
一
部
を
補
助
し
て

い
ま
す
。
こ
の
度
、
支
援
対
象
と
な
る
従

業
員
の
要
件
を
、こ
れ
ま
で
の「
東
京
圏
」

か
ら「
岡
山
県
外
全
域
か
ら
I
・
J
・
U

タ
ー
ン
就
職
し
た
従
業
員
」に
拡
大
し
ま

し
た
。

　
当
事
業
は
、
I
・
J
・
U
タ
ー
ン
で
入

社
し
た
従
業
員
の
奨
学
金
返
済
を
支
援

す
る
制
度
を
設
け
て
い
る
等
の
要
件
を

満
た
し
た
企
業
に
、
手
当
な
ど
と
し
て

年
間
に
支
給
し
た
額
の
2
分
の
1
ま
た

は
9
万
円
の
い
ず
れ
か
低
い
額
を
5
年

間
補
助
す
る
も
の
で
す
。
補
助
対
象
が

「
従
業
員
」で
は
な
く
、「
企
業
」で
あ
る
こ

と
が
特
徴
で
す
。
こ
の
度
の
対
象
エ
リ

ア
の
拡
大
は
企
業
か
ら
の
要
望
に
応
え

た
も
の
で
、
よ
り
利
用
し
や
す
い
事
業

と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
当
事
業
を
活
用
し
た
企
業
に

は
、
岡
山
県
及
び
岡
山
県
中
央
会
が
実
施

す
る
東
京
・
大
阪
で
の
就
活
イ
ベ
ン
ト
や

企
業
交
流
会
へ
の
優
先
参
加
、
岡
山
県
中

央
会
が
運
営
す
る
人
材
関
連
情
報
W
e
b

サ
イ
ト「
き
ら
お
か
」上
で
の
紹
介
等
の

特
典
が
あ
り
ま
す
。

　
本
事
業
の
詳
細
は「
き
ら
お
か
」に
掲

載
し
て
い
ま
す（http://w
w
w
.kirari-

okayam
a.jp/uturn.php

）。
是
非
皆

様
の
人
材
採
用
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
問

い
合
わ
せ
は
岡
山
県
中
央
会
の
企
業
人

材
支
援
課
へ
。

　
　
　
　  （
企
業
人
材
支
援
課
　
大
野
）

「
中
小
企
業
U
タ
ー
ン
就
職
促
進
奨
学
金
返
還
支
援
事
業
」

東
京
圏
か
ら
岡
山
県
外
に
対
象
エ
リ
ア
拡
大

人
材
確
保
へ
登
録
企
業
募
集
中

　
去
る
６
月
12
日
、
岡
山
県
中
央
会
は

岡
山
県
人
材
還
流
・
定
着
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

事
業（
県
委
託
事
業
）の
一
環
と
し
て「
新

入
社
員
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
研
修
」を
開
催

し
ま
し
た
。

　
本
研
修
は
社
員
の
早
期
離
職
防
止
・
職

場
定
着
に
繋
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
W
e
b
会
議

シ
ス
テ
ム「
Z
O
O
M
」を
使
用
し
た
オ

ン
ラ
イ
ン
に
て
実
施
し
、
県
内
企
業
13

社
か
ら
今
春
入
社
の
新
人
社
員
42
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
研
修
で
は
、「
Z
O
O
M
」を
使
用
し
た

研
修
実
績
が
豊
富
な
㈱
イ
ン
ソ
ー
ス
の

重
里
恭
子
氏
を
招
聘
し
、
社
会
人
と
し

て
の
心
構
え
と
、
社
会
や
職
場
の
ル
ー

ル
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
く
こ
と

を
テ
ー
マ
に
お
話
し
頂
き
ま
し

た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
研
修
は

初
め
て
の
方
が
多
く
、
最
初
は

戸
惑
い
や
緊
張
も
感
じ
ら
れ
ま

し
た
が
、
徐
々
に
慣
れ
て
く
る

と
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
大
い

に
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
ま

し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、「（
他
社
）同

期
と
話
す
時
間
が
多
く
あ
り
、

仕
事
に
対
す
る
意
識
が
高
ま
っ

た
」「
自
身
と
同
じ
く
、
不
安
を
抱
え
て

い
る
中
で
頑
張
っ
て
い
る
同
期
が
大
勢

い
る
の
だ
と
勇
気
づ
け
ら
れ
た
」な
ど
の

感
想
が
寄
せ
ら
れ
、
入
社
し
て
2
ヵ
月
が

経
ち
、
社
会
人
と
し
て
の
自
覚
を
再
認
識

で
き
た
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
研
修
は
ネ
ッ
ト
環

境
が
あ
れ
ば
P
C
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
自

宅
や
自
社
か
ら
受
講
が
可
能
、
今
回
の
参

加
者
か
ら
も
、「
オ
ン
ラ
イ
ン
で
あ
っ
て

も
特
に
不
便
な
こ
と
も
な
く
有
用
な
研

修
だ
っ
た
」「
対
面
で
は
な
い
分
新
鮮
」な

ど
の
声
も
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
岡
山
県
中
央
会
で
は
職
場
定
着
の
た

め
の
研
修
事
業
を
今
後
も
予
定
し
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
企
業
人
材
支
援
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

    

　
　
　 （
企
業
人
材
支
援
課
　
市
村
）

オ
ン
ラ
イ
ン
新
入
社
員
研
修
を
開
催
し
ま
し
た

「きらおか」
事業紹介ページ
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景況DI値

岡山県業界天気図

（注）DIとは、ディフュージョン・インデックス（Diffusion Index）の略で、「増加」・「好転」したとする企業割合から、「減少」・「悪化」したとする企業割合を差し引いた値です。

売上高

非製造業

製 造 業

全　　体 –65.5
（–69.0）
–65.5

（–65.5）
–65.5

（–72.4）

在庫数量

–9.5
（–2.4）
3.4

（10.3）
–38.5

（–30.8）

販売価格

–15.5
（–20.7）
–10.3

（–17.2）
–20.7

（–24.1）

取引条件

–19.0
（–20.7）
–17.2

（–20.7）
–20.7

（–20.7）

収益状況

–72.4
（–67.2）
–75.9

（–69.0）
–69.0

（–65.5）

資金繰り

–51.7
（–46.6）
–48.3

（–48.3）
–55.2

（–44.8）

設備操業度

–58.6
（–44.8）
–58.6

（–44.8）

雇用人員

–24.1
（–8.6）
–24.1
（–6.9）
–24.1

（–10.3）

業界の景況

–74.1
（–62.1）
–72.4

（–62.1）
–75.9

（–62.1）

製 造 業 非 製 造 業

業　種

前年同月比

業
界
の
景
況

雇
用
人
員

設
備
操
業
度

資
金
繰
り

収
益
状
況

取
引
条
件

販
売
価
格

在
庫
数
量

売
上
高

味噌
米菓
製麺
醤油
酒造

織物業・井原
織物業・県
アパレル・県
アパレル・津山
製材・県
合板

出版・印刷
製本
ゴム

プラスチック製品
生コンクリート
石灰
ブロック
鋳物
鉄鋼

造船関連
自動車
畳

食料品

繊維工業

木材・
木製品

印刷

化学・ゴム

窯業・
土石製品

鉄鋼・金属

一般機器

輸送機器

その他

業　種

前年同月比

機械・工具
電設資材
青果
木材
資材

商店街・岡山
商店街・津山
商店街・倉敷
自動車整備
建築設計
旅館・ホテル
電飾・看板業
異業種
リサイクル

バス
タクシー
トラック
倉庫業
信用組合

卸売業

小売業

商店街

サービス業

建設業

運輸業

その他 受
付

5月分

業
界
の
景
況

雇
用
人
員

資
金
繰
り

収
益
状
況

取
引
条
件

販
売
価
格

在
庫
数
量

売
上
高

機械器具・東岡山
鉄工・津山
鉄工・岡山
工作機械・総社
工作機械・井笠
工作機械・英田

石油
青果食品
中古自動車
自動二輪
家具

住宅リフォーム
左官

土木工事
管工事
防水工事

増加・上昇・好転 変らず 減少・下落・悪化0 15 43業界の景況感（前年同月比）

（ ）内数字は前月の数値です。

●新型コロナウイルス感染症による緊急事態宣言の影響が大きい。昨年同月との比較は
全く参考にならない。引き続き給食はもとより飲食店向け販売は壊滅的である。観光
施設等、特産品などの販売施設の休業・時短営業等による影響も出ている。スーパー系
はほぼ変化なしだが、全体的に動きが非常に鈍い。免疫力アップに発酵食品の効果を
認識してもらいたいが、ほとんど注目されていない。　　　　　　　　　　　  《味噌》
●連休明けは例年並みに動いたが中旬から月末にかけて失速。非常事態宣言は解除にな
るも、駅、空港の販売が無い。また、教育実習等日程が決まらないため御礼商品の依頼
がない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　《米菓》
●新型コロナウイルス感染症の影響により、取引先はゴールデンウイーク中の休業が相
次いだ。同時に営業活動の自粛、テレワーク対応や事務の別室分業等、想像できなかっ
た業務形態を取らざるを得ず多くの支障をきたしている。今後も継続的な対応をしつ
つ再開した取引先の応対に努めたい。インターネットでの受注は引き続き多い。　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《製麺》

●４月までは非常事態宣言以前に受注していたものがあったが、５月に入り受注がス
トップした。海外大手百貨店や国内大手アパレルの倒産等により非常に厳しい状態。
売り上げは前年度比30％超の減少となった。　　　　　　　　　　　 《織物業・井原》

●原木は例年並みに出材されている。新型コロナウイルス感染症問題に伴う住宅建築設
備の不足等による完了遅延や新規物件の先行き不安による木材の需要減で価格が下落
した。但し、ヒノキ３ｍ材などの品薄材は一部反発もみられた。引き続き、製品需要は
不透明感があり見通せない状況にある。　　　　　　　　　　　　　　　　《製材・県》

●新型コロナウイルス感染症の影響は大変に大きく、アンケート調査によると前年比40
～ 50％の売上高減となっている。（イベントの中止や休業などが理由）今後、６～８月
の新型コロナウイルス感染症の状況が大きく影響すると思われる。　　　《出版・印刷》

●業界の景況は４月以降、特に落ち込みが大きく当組合各社とも生産計画を大きく下方
修正している。今年度中は不透明な状況であり回復見通しは立っていない。雇用の維
持には可能な限り取組み、雇用調整助成金のほかセーフティネットの利用など出来る
ことに取組んでいる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 《ゴム》

●売上高及び在庫量など若干動きはあるものの業況としては特に変化は見られない。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《ブロック》

●半導体製造装置関連部品は底堅い。自動車製造に使われる消耗品・部品は極端に悪い。
雇用関係の助成金を活用する。　　　 　　　　　　　　　　　　  《機械器具・東岡山》
●新型コロナウイルス感染症の警戒解除に伴い、６月より関西・四国・広島方面の打ち合
わせ予定が決まりだした。新型コロナウイルス感染症の第２波に注意しながら営業を
進めていく。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《鉄工・津山》
●昨年夏からの不況に加え新型コロナウイルス感染症による影響で受注量は大幅に減少
しており対応に苦慮している。設備操業度も大幅に低下しており、今後も厳しい状況
が続くと考えている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《鉄工・岡山》
●引続き新規受注の動きは鈍くなっている。緊急事態宣言が解除になったとは言え、す
ぐに業況が好転するとは考えにくい。新型コロナウイルス感染症の影響はもうしばら
く続き、前年同期比の期間収益は確実に悪化するが、内部留保の厚い組合員が多いた
め最悪のケースになるとは考えていない。　　　　    　　　　　　  《工作機械・総社》
●受注量は安定的に確保できており売上高は不変であるが４月以降減少を見込む。　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  《工作機械・井笠》
●客先営業活動が出来なかった影響で受注状況が悪化した。今後の回復具合に注視する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     《工作機械・英田》

●新型コロナウイルス感染症の影響がとてつもなく大きく、どこの店も仕事が無く先行
きが見えていない。経済的にも限界に達しているようだ。仕事は止まっている。 　《畳》

●新型コロナウイルス感染症の影響で売上も徐々に低下し収益も減少している。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  《機械・工具》
●地区内では、新型コロナウイルス感染症の影響で飲食関係がかなり苦戦し、テイクア
ウトなどでやりくりしている模様。テイクアウトは、今後の新規顧客獲得の販促ツー
ルになると考える。建築関係では大型物件に対する販売や工事などに新型コロナウイ
ルス感染症の影響が多少ある。また、住設商品の納品がまだ遅れておりリフォーム関
係はかなり苦戦している。企業活動の制約及び外出自粛要請で得意先との会合や営業
活動ができない状況下において、大手を中心に今後はオンラインによるWeb会議を
始めるところが徐々に増えつつある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　 《資材》

●４月、５月下旬とだんだんと悪くなっているように感じる。また、来客も少ないままと
なっている。　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《自動二輪》
●新型コロナウイルス感染症の影響で加盟店・組合ともに店舗内外でのイベント開催は
４月～７月まで中止となった。ＧＷ明けまでは折込みチラシも取り止め売上が減少し
ている。５月20日すぎから折込みチラシをポツポツではあるが再開し少しではあるが
お客様が動き始めていると思われる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　  《家具》

●飲食店・物販店は共にかつて経験した事のないような大変厳しい状況。表町商店街連
盟では、融資制度・持続化給付金・岡山市事業継続支援金・雇用調整助成金の案内およ
び相談窓口の案内を全組合員に対して二度にわたり実施した。多くの組合員が融資制
度の利用、給付金や支援金の申請及び既に振り込みを受けているものと思われる。雇
用調整助成金については手続きが難しすぎるとの声を聞いており途中で断念する会社
もあるようだ。手続きの簡素化と特別定額給付金の一日も早い振り込みが急務かと思
われる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《商店街・岡山》
●緊急事態宣言が解除され僅かながら人の動きがあるように見えるが、依然厳しい状態
が続いている。この先どうなるのか不安との声ばかり聞こえてくる。    《商店街・津山》
●相変わらず人通りが途絶えたままであり、特に週末が少ない。　　　　《商店街・倉敷》

●各個人事務所は前年と比較して受注は減少。仕事の問い合わせ引き合いは減少。組合
での受注は民間工事、公共工事とも不良、特に県からの受注は無い。新型コロナウイル
ス感染症の影響が現れてきた。今後民間工事の受注は激減が予想される。   《建築設計》
●５月は新型コロナウイルス感染症の影響によりすべての旅館が休業していた。６月か
らは受入対策をしながら営業を再開するが、まだまだ厳しい状態は続いている。　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  《旅館・ホテル》
●建設業組合員の人手不足は継続して解消されていない。海外人材（外国人技能実習生と
特定技能）の対応をするも雇用契約者が入国できない状況にある。「特定技能」資格へ技
能実習から移行し継続雇用。外国での実習生経験者も募集中であるが、新型コロナウ
イルス感染症の影響で停滞中。資材入荷については解消に向かいつつあるが工事進捗
は滞っている。部材メーカの受注停止は解除されたが、部品調達はまだ回復していな
い。機械加工組合員は、新型コロナウイルス感染症による影響で受注減が続き、操業日
数を減らす対応を余儀なくされる状況は改善されていない。サービス業組合員の景況
は新型コロナウイルス感染症による非常事態宣言によりさらに悪化している。         　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    《異業種》
●鉄・非鉄の、国内スクラップ価格は前月比2，000円（TON当たり）上昇（値戻し）した。
新型コロナウイルス感染症拡大の影響で建材需要は冷え込んでいるが、スクラップの
発生量も少ないため需要は引き締まっている。ベトナム・台湾・韓国からの引き合いも
多く輸出相場は日本より高値圏にある。古紙は、中国への古紙輸出が新型コロナウイ
ルス感染症の影響もあり減少傾向が続いている。国内在庫増により、新聞紙▲12％、
段ボール▲３％、雑誌はプラス６％位で推移している。　　                  《リサイクル》

●新型コロナウイルス感染症の影響で見積依頼がかなり減少している。仕入れ状況につ
いては、段々と良くなりつつあるが、まだ、100％とは言えない。     《住宅リフォーム》

●５月は全ての旅行ツアーを中止としたため、集客人員は前年比０％、客単価も０％で
前例のない結果となった。一方、代替販売として、全国各地の旬の名産品（近江牛、サ
クランボなど）の取扱いは好評を得た。今後は、政府の日本人国内旅行需要喚起事業
「Go To Travelキャンペーン」の発表もあり、タイムリーなキャンペーン旅行商品の造
成に取り組む。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  《バス》
●３月から大幅に売上は減少し、４月は更に減少（前年比　60～70％減）となっていた
が、５月は４月を更に上回る減少幅（70～80％減）となっており非常に厳しい状況が
続き、今後廃業する事業所も予想される。　　　　　　　　　　　　　　　《タクシー》
●新型コロナウイルス感染症拡大に伴う経済活動の停滞により、多くの業種の荷主企業
に影響が出ているようだが、中でも鉄鋼・自動車関連の物流への影響が大きいようだ。
５／ 25に全国の緊急事態宣言は解除されたが荷動きは停滞した状態が続いている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 《トラック》
●４月中旬、全国を対象に緊急事態宣言が発令され、国内についてはＧＷを最重要警戒
期間と位置づけた動きとなり、例年であれば発生する４月後半からのＧＷ特需もない
まま月を終えた。中旬には、一部地域の宣言は解除されたものの、本来の生産及び消費
活動への復調へは程遠く、物流需要の見通しも不透明な状態が続く。　　　　《倉庫業》

●新型コロナウイルス感染症拡大に伴い岡山県を含む全国に発令されていた緊急事態宣
言は解除となったものの、従来の事業活動に戻るには相当な期間を要するものと考え
られる。５月１日より、当組合も含む民間金融機関で取扱開始となった新型コロナウ
イルス感染症対応資金の需要も高く、岡山県信用保証協会の審査に時間を要する事態
となっている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  《信用組合》
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景況DI値

岡山県業界天気図

（注）DIとは、ディフュージョン・インデックス（Diffusion Index）の略で、「増加」・「好転」したとする企業割合から、「減少」・「悪化」したとする企業割合を差し引いた値です。
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（ ）内数字は前月の数値です。

●新型コロナウイルス感染症による緊急事態宣言の影響が大きい。昨年同月との比較は
全く参考にならない。引き続き給食はもとより飲食店向け販売は壊滅的である。観光
施設等、特産品などの販売施設の休業・時短営業等による影響も出ている。スーパー系
はほぼ変化なしだが、全体的に動きが非常に鈍い。免疫力アップに発酵食品の効果を
認識してもらいたいが、ほとんど注目されていない。　　　　　　　　　　　  《味噌》

●連休明けは例年並みに動いたが中旬から月末にかけて失速。非常事態宣言は解除にな
るも、駅、空港の販売が無い。また、教育実習等日程が決まらないため御礼商品の依頼
がない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　《米菓》
●新型コロナウイルス感染症の影響により、取引先はゴールデンウイーク中の休業が相
次いだ。同時に営業活動の自粛、テレワーク対応や事務の別室分業等、想像できなかっ
た業務形態を取らざるを得ず多くの支障をきたしている。今後も継続的な対応をしつ
つ再開した取引先の応対に努めたい。インターネットでの受注は引き続き多い。　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《製麺》

●４月までは非常事態宣言以前に受注していたものがあったが、５月に入り受注がス
トップした。海外大手百貨店や国内大手アパレルの倒産等により非常に厳しい状態。
売り上げは前年度比30％超の減少となった。　　　　　　　　　　　 《織物業・井原》

●原木は例年並みに出材されている。新型コロナウイルス感染症問題に伴う住宅建築設
備の不足等による完了遅延や新規物件の先行き不安による木材の需要減で価格が下落
した。但し、ヒノキ３ｍ材などの品薄材は一部反発もみられた。引き続き、製品需要は
不透明感があり見通せない状況にある。　　　　　　　　　　　　　　　　《製材・県》

●新型コロナウイルス感染症の影響は大変に大きく、アンケート調査によると前年比40
～ 50％の売上高減となっている。（イベントの中止や休業などが理由）今後、６～８月
の新型コロナウイルス感染症の状況が大きく影響すると思われる。　　　《出版・印刷》

●業界の景況は４月以降、特に落ち込みが大きく当組合各社とも生産計画を大きく下方
修正している。今年度中は不透明な状況であり回復見通しは立っていない。雇用の維
持には可能な限り取組み、雇用調整助成金のほかセーフティネットの利用など出来る
ことに取組んでいる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 《ゴム》

●売上高及び在庫量など若干動きはあるものの業況としては特に変化は見られない。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《ブロック》

●半導体製造装置関連部品は底堅い。自動車製造に使われる消耗品・部品は極端に悪い。
雇用関係の助成金を活用する。　　　 　　　　　　　　　　　　  《機械器具・東岡山》
●新型コロナウイルス感染症の警戒解除に伴い、６月より関西・四国・広島方面の打ち合
わせ予定が決まりだした。新型コロナウイルス感染症の第２波に注意しながら営業を
進めていく。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《鉄工・津山》
●昨年夏からの不況に加え新型コロナウイルス感染症による影響で受注量は大幅に減少
しており対応に苦慮している。設備操業度も大幅に低下しており、今後も厳しい状況
が続くと考えている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《鉄工・岡山》
●引続き新規受注の動きは鈍くなっている。緊急事態宣言が解除になったとは言え、す
ぐに業況が好転するとは考えにくい。新型コロナウイルス感染症の影響はもうしばら
く続き、前年同期比の期間収益は確実に悪化するが、内部留保の厚い組合員が多いた
め最悪のケースになるとは考えていない。　　　　    　　　　　　  《工作機械・総社》
●受注量は安定的に確保できており売上高は不変であるが４月以降減少を見込む。　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  《工作機械・井笠》
●客先営業活動が出来なかった影響で受注状況が悪化した。今後の回復具合に注視する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     《工作機械・英田》

●新型コロナウイルス感染症の影響がとてつもなく大きく、どこの店も仕事が無く先行
きが見えていない。経済的にも限界に達しているようだ。仕事は止まっている。 　《畳》

●新型コロナウイルス感染症の影響で売上も徐々に低下し収益も減少している。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  《機械・工具》
●地区内では、新型コロナウイルス感染症の影響で飲食関係がかなり苦戦し、テイクア
ウトなどでやりくりしている模様。テイクアウトは、今後の新規顧客獲得の販促ツー
ルになると考える。建築関係では大型物件に対する販売や工事などに新型コロナウイ
ルス感染症の影響が多少ある。また、住設商品の納品がまだ遅れておりリフォーム関
係はかなり苦戦している。企業活動の制約及び外出自粛要請で得意先との会合や営業
活動ができない状況下において、大手を中心に今後はオンラインによるWeb会議を
始めるところが徐々に増えつつある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　 《資材》

●４月、５月下旬とだんだんと悪くなっているように感じる。また、来客も少ないままと
なっている。　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《自動二輪》
●新型コロナウイルス感染症の影響で加盟店・組合ともに店舗内外でのイベント開催は
４月～７月まで中止となった。ＧＷ明けまでは折込みチラシも取り止め売上が減少し
ている。５月20日すぎから折込みチラシをポツポツではあるが再開し少しではあるが
お客様が動き始めていると思われる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　  《家具》

●飲食店・物販店は共にかつて経験した事のないような大変厳しい状況。表町商店街連
盟では、融資制度・持続化給付金・岡山市事業継続支援金・雇用調整助成金の案内およ
び相談窓口の案内を全組合員に対して二度にわたり実施した。多くの組合員が融資制
度の利用、給付金や支援金の申請及び既に振り込みを受けているものと思われる。雇
用調整助成金については手続きが難しすぎるとの声を聞いており途中で断念する会社
もあるようだ。手続きの簡素化と特別定額給付金の一日も早い振り込みが急務かと思
われる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《商店街・岡山》
●緊急事態宣言が解除され僅かながら人の動きがあるように見えるが、依然厳しい状態
が続いている。この先どうなるのか不安との声ばかり聞こえてくる。    《商店街・津山》
●相変わらず人通りが途絶えたままであり、特に週末が少ない。　　　　《商店街・倉敷》

●各個人事務所は前年と比較して受注は減少。仕事の問い合わせ引き合いは減少。組合
での受注は民間工事、公共工事とも不良、特に県からの受注は無い。新型コロナウイル
ス感染症の影響が現れてきた。今後民間工事の受注は激減が予想される。   《建築設計》
●５月は新型コロナウイルス感染症の影響によりすべての旅館が休業していた。６月か
らは受入対策をしながら営業を再開するが、まだまだ厳しい状態は続いている。　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  《旅館・ホテル》
●建設業組合員の人手不足は継続して解消されていない。海外人材（外国人技能実習生と
特定技能）の対応をするも雇用契約者が入国できない状況にある。「特定技能」資格へ技
能実習から移行し継続雇用。外国での実習生経験者も募集中であるが、新型コロナウ
イルス感染症の影響で停滞中。資材入荷については解消に向かいつつあるが工事進捗
は滞っている。部材メーカの受注停止は解除されたが、部品調達はまだ回復していな
い。機械加工組合員は、新型コロナウイルス感染症による影響で受注減が続き、操業日
数を減らす対応を余儀なくされる状況は改善されていない。サービス業組合員の景況
は新型コロナウイルス感染症による非常事態宣言によりさらに悪化している。         　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    《異業種》
●鉄・非鉄の、国内スクラップ価格は前月比2，000円（TON当たり）上昇（値戻し）した。
新型コロナウイルス感染症拡大の影響で建材需要は冷え込んでいるが、スクラップの
発生量も少ないため需要は引き締まっている。ベトナム・台湾・韓国からの引き合いも
多く輸出相場は日本より高値圏にある。古紙は、中国への古紙輸出が新型コロナウイ
ルス感染症の影響もあり減少傾向が続いている。国内在庫増により、新聞紙▲12％、
段ボール▲３％、雑誌はプラス６％位で推移している。　　                  《リサイクル》

●新型コロナウイルス感染症の影響で見積依頼がかなり減少している。仕入れ状況につ
いては、段々と良くなりつつあるが、まだ、100％とは言えない。     《住宅リフォーム》

●５月は全ての旅行ツアーを中止としたため、集客人員は前年比０％、客単価も０％で
前例のない結果となった。一方、代替販売として、全国各地の旬の名産品（近江牛、サ
クランボなど）の取扱いは好評を得た。今後は、政府の日本人国内旅行需要喚起事業
「Go To Travelキャンペーン」の発表もあり、タイムリーなキャンペーン旅行商品の造
成に取り組む。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  《バス》
●３月から大幅に売上は減少し、４月は更に減少（前年比　60～70％減）となっていた
が、５月は４月を更に上回る減少幅（70～80％減）となっており非常に厳しい状況が
続き、今後廃業する事業所も予想される。　　　　　　　　　　　　　　　《タクシー》
●新型コロナウイルス感染症拡大に伴う経済活動の停滞により、多くの業種の荷主企業
に影響が出ているようだが、中でも鉄鋼・自動車関連の物流への影響が大きいようだ。
５／ 25に全国の緊急事態宣言は解除されたが荷動きは停滞した状態が続いている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 《トラック》
●４月中旬、全国を対象に緊急事態宣言が発令され、国内についてはＧＷを最重要警戒
期間と位置づけた動きとなり、例年であれば発生する４月後半からのＧＷ特需もない
まま月を終えた。中旬には、一部地域の宣言は解除されたものの、本来の生産及び消費
活動への復調へは程遠く、物流需要の見通しも不透明な状態が続く。　　　　《倉庫業》

●新型コロナウイルス感染症拡大に伴い岡山県を含む全国に発令されていた緊急事態宣
言は解除となったものの、従来の事業活動に戻るには相当な期間を要するものと考え
られる。５月１日より、当組合も含む民間金融機関で取扱開始となった新型コロナウ
イルス感染症対応資金の需要も高く、岡山県信用保証協会の審査に時間を要する事態
となっている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  《信用組合》
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岡山県
全　国

製造業

非製造業

製造業
食料品

繊維工業

印刷　　　　　　 　　　　　　 

化学・ゴム　　　　　　 　　　　　　 

窯業・土石製品　　　　　　 　　　　　　 

木材・木製品　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 

非製造業
卸売業

サービス業　　　　　　 

運輸業　　　　　　 

建設業　　　　　　 

商店街　　　　　　 

小売業　　　　　　 

その他　　　　　　 

一般機器　　　　　　 

その他　　　　　　 
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中国学園大学　現代生活学部　人間栄養学科　講師　古川愛子の若さと健康を保つ食生活を目指そう！　

白きくらげの健康・美肌サラダ

当コーナーは、岡山県中央会が支援させていただいている食品関連事業者様の製品を、中国学園大学のアイデア協力によりレシピを作成しています。

作り方結きくらげ………4ｇ
きゅうり…………1/2本
ミニトマト ………4コ
ながいも ………100ｇ
キムチ …………30ｇ
　  しょうゆ ……小さじ１
　  酢 …………小さじ1
　  砂糖  ………小さじ1
　  ごま油  ……小さじ1
　  白いりごま…小さじ1

① きくらげを戻す。
② ボウルに調味料を混ぜ合わせる。
③ きゅうりときくらげは千切り、ながいも
　 は短冊切り、ミニトマトは半分に切る。
④ すべての材料と調味料を和えて盛りつ
　 ける。

（
調
味
料
）

材  

料
（
4
人
分
）

■
令
和
元
年
度
　組
合
管
理
者
講
習
会

　日
　
時
　
令
和
2
年
3
月
6
日（
金
）14
時
〜
17
時

　場
　
所
　
メ
ル
パ
ル
ク
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ

　
　
　
　（岡
山
県
岡
山
市
北
区
桑
田
町
1
‐
13
）

■
岡
山
県
合
同
企
業
説
明
会

　日
　
時
　
令
和
2
年
3
月
5
日（
木
）13
時
〜
17
時

　場
　
所
　
ジ
ッ
プ
ア
リ
ー
ナ
岡
山

　
　
　
　（岡
山
県
岡
山
市
北
区
い
ず
み
町
2
‐
1
）

結きくらげ 〈結ファーム株式会社〉  
自然豊かな〝晴れの国〞岡山県和気町で栽培している白
いきくらげ。 20代農業女子で栽培から製品化まで手が
けています。 
結ファームが作る白いきくらげは〝肉厚〞でコリコリっとし
た食感が特徴。希少価値の高さは元より、抜群の栄養素
が含まれています。 私が考えました！

提供
商品

人間栄養学科3年生 川畑 美結

※登録・相談・紹介等すべて無料です

がんばる企業
がんばる企業

　
こ
の
た
び
協
同
組
合
岡
山
機
工
セ
ン

タ
ー
の
組
合
員
で
あ
る
双
葉
電
機
株
式
会

社
が
、
全
社
全
部
門
で
テ
レ
ワ
ー
ク
を
導

入
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
代
表
取
締
役
社

長
の
岡
﨑
世
作
氏
に
、
導
入
の
経
緯
や
工

夫
さ
れ
た
点
等
に
つ
い
て
、
電
話
と
メ
ー

ル
で
お
伺
い
し
ま
し
た
。

テ
レ
ワ
ー
ク
導
入
は
ど
の
よ
う
に

進
め
た
の
で
し
ょ
う
か

　
出
張
の
多
い
社
員
等
か
ら
の
要
望
も
あ

り
、
昨
年
６
月
に
、
ど
こ
で
も
仕
事
が
で

き
る
環
境
づ
く
り
を
全
社
的
に
行
う
こ
と

を
決
定
し
ま
し
た
。
テ
レ
ワ
ー
ク
希
望
者

か
ら
部
門
横
断
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
募
り
、
集
ま
っ
た
14
名
の
メ
ン
バ
ー
が

各
部
門
の
要
望
を
ま
と
め
て
体
制
づ
く
り

を
行
い
、
今
年
３
月
よ
り
全
社
的
に
導
入

し
ま
し
た
。

　
導
入
時
期
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
B
C
P
も
策
定
し
て
い
た
為
、

5
月
末
ま
で
は
一
日
交
代
2
チ
ー
ム
制
の

在
宅
勤
務
と
し
ま
し
た
。
6
月
か
ら
は
2

チ
ー
ム
制
は
廃
止
し
、
社
員
の
20
〜
35
％

が
在
宅
・
直
行
直
帰
と
し
て
い
ま
す（
東

京
・
九
州
オ
フ
ィ
ス
、
海
外
法
人
は
２
チ
ー

ム
制
継
続
中
）。

社
内
の
反
応
や
導
入
の
効
果
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
に

迫
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
予
想
以
上

に
ス
ム
ー
ズ
に
導
入
で
き
ま
し
た
。
ま
た

全
社
的
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
で
、
全
員
が

新
た
な
ツ
ー
ル
を
使
い
こ
な
す
と
い
う
意

識
啓
発
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
設
計
部
門
、
経
理
部
門
を
中
心
に
、
集

中
力
が
必
要
な
業
務
は
驚
く
ほ
ど
捗
る
と

社
内
で
好
評
で
す
。
ま
た
オ
ン
ラ
イ
ン
会

議
は
目
的
と
資
料
を
共
有
し
た
上
で
開
催

し
、
目
標
30
分
の
時
間
短
縮
を
図
る
一
方
、

部
門
毎
に
朝
礼
の
様
な
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を

行
う
こ
と
で
、
社
員
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
も
充
足
出
来
て
い
ま
す
。
ま
た
出

張
業
務
を
リ
モ
ー
ト
で
完
結
さ
せ
た
こ
と

で
、
移
動
時
間
が
削
減
さ
れ
、
月
に
３
〜

４
日
分
の
時
間
的
余
裕
が
生
ま
れ
た
社
員

も
い
ま
す
。
他
に
、
仕
入
先
と
の
打
ち
合

わ
せ
で
、
社
内
で
来
訪
を
待
つ
必
要
が
な

く
な
る
等
、
時
間
を
よ
り
有
効
に
使
う
こ

と
が
出
来
て
い
ま
す
。

導
入
に
あ
た
り
気
を
付
け
た
こ
と
は

あ
り
ま
す
か

　
各
社
員
が
そ
の
日
の
職
務
・
目
的
・
成
果

を
明
文
化
し
部
門
内
で
共
有
す
る
様
に
し

ま
し
た
。
な
ぜ
、
ど
こ
ま
で
、
い
つ
ま
で
に

や
る
の
か
を
明
確
化
し
、
働
く
プ
ロ
の
集

団
と
し
て
磨
き
を
か
け
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
自
宅
や
出
先
で
も
、
会
社
内
と

同
じ
レ
ベ
ル
で
資
料
・
デ
ー
タ
の
閲
覧
加

工
が
可
能
な
体
制
と
し
て
い
ま
す
。
全
て

の
資
料
・
デ
ー
タ
を
ク
ラ
ウ
ド
上
に
整
理

し
、
社
員
全
員
が
職
務
権
限
に
応
じ
て
利

用
可
能
な
も
の
に
仕
上
げ
て
い
ま
す
。
ま

た
そ
の
為
に
、
ツ
ー
ル
は
情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
機
能
を
重
視
し
て
選
定
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
社
員
の
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン

ス
の
向
上
を
意
識
し
ま
し
た
。
弊
社
は
託

児
所
を
併
設
し
て
お
り
、
子
供
と
昼
食
を

取
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
ま
た
６
月
に
新

築
し
た
県
西
部
の
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

は
C
L
T
工
法
を
採
用
す
る
等
、
執
務
環

境
の
改
善
を
重
視
し
ま
し
た
。
テ
レ
ワ
ー

ク
導
入
に
お
い
て
も
会
社
の
利
益
や
生
産

性
だ
け
で
無
く
、
社
員
に
喜
ば
れ
る
も
の

を
追
求
し
て
い
ま
す
。

テ
レ
ワ
ー
ク
導
入
を
検
討
し
て
い
る
企
業

に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す

　
今
や
仕
事
は
創
造
性
に
富
み
、
職
務
の

捉
え
方
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
。「
勤
勉
な
だ

け
で
は
価
値
な
ど
創
れ
な
い
世
界
」の
中

で
、
ど
の
様
に
し
て
創
造
価
値
を
高
め
る

か
、
何
を
基
準
に
評
価
す
べ
き
か
の
模
索

が
続
き
ま
す
。
人
口
減
少
に
よ
る
生
産
労

働
人
口
の
減
少
と
市
場
縮
小
が
避
け
ら
れ

な
い
な
か
、
私
た
ち
は「
働
き
方
の
多
様

性
」「
生
産
性
の
向
上
」「
エ
リ
ア
の
拡
大

（
グ
ロ
ー
バ
ル
化
）」等
に
対
応
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た
中
で
、

テ
レ
ワ
ー
ク
の
活
用
は
必
然
で
あ
り
、
企

業
の
持
続
可
能
性
を
高
め
る
も
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　  （
取
材
：
総
務
企
画
課
　
藤
田
）

企
業
デ
ー
タ

双
葉
電
機
株
式
会
社

創
　
業
：
1
9
4
6
年
3
月
1
日

　
　
　
　
：
㈱
日
立
製
作
所
及
び
日
立
グ

ル
ー
プ
の
専
門
商
社
と
し
、
電

気
機
器
・
重
電
機
・
空
調
機
・
情

報
・
映
像
・
通
信
・
工
機
製
品
販

売
及
び
保
守
サ
ー
ビ
ス
、
F
A

シ
ス
テ
ム
・
環
境
・
空
調
・
省
エ

ネ
シ
ス
テ
ム
設
計
施
工
及
び
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
、
通
信
・
管
工
事
・

電
気
工
事

資
本
金
：
4
，
9
5
0
万
円

社
員
数
：
1
1
9
人（
2
0
1
9
年
4
月
現
在
）

所
在
地
：
岡
山
県
岡
山
市
南
区
福
成
2
丁
目
23
番
18
号

（
他
に
東
京
オ
フ
ィ
ス
と
九
州
オ

フ
ィ
ス
、
タ
イ
現
地
法
人
）

T
E
L
： （
0
8
6
）2
6
3
‐
2
8
2
8

F
A
X
： （
0
8
6
）2
6
3
‐
3
0
1
1

U
R
L
：http://w

w
w
.futabanet.com

/

双
葉
電
機
株
式
会
社

が
ん
ば
る
企
業
＝
テ
レ
ワ
ー
ク
導
入
事
例
の
ご
紹
介
＝

きくらげの食感を楽しめるよう中華風サラダにしました。
簡単に作れて彩りも鮮やかなので、何かもう一品…というときにもピッタリです！
くらげには、必須アミノ酸、食物繊維、カルシウム、ビタミンＤが多く含まれています。とくにビタミンＤは丈夫な骨をつくるのに必要な
栄養素で、カルシウムの吸収を促すことで骨粗しょう症を予防する効果があります。他にも免疫力アップや便通が整う効果もありま
す。また、保水力が高いことで乾燥した肌を潤す効果もあります。皆さんも是非つくってみてください！

事
業
内
容
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Information
Information

中
央
会
お
か
や
ま 

2
0
2
0
年
7
月
号

中
央
会
お
か
や
ま 

2
0
2
0
年
7
月
号

中国学園大学　現代生活学部　人間栄養学科　講師　古川愛子の若さと健康を保つ食生活を目指そう！　

白きくらげの健康・美肌サラダ

当コーナーは、岡山県中央会が支援させていただいている食品関連事業者様の製品を、中国学園大学のアイデア協力によりレシピを作成しています。

作り方結きくらげ………4ｇ
きゅうり…………1/2本
ミニトマト ………4コ
ながいも ………100ｇ
キムチ …………30ｇ
　  しょうゆ ……小さじ１
　  酢 …………小さじ1
　  砂糖  ………小さじ1
　  ごま油  ……小さじ1
　  白いりごま…小さじ1

① きくらげを戻す。
② ボウルに調味料を混ぜ合わせる。
③ きゅうりときくらげは千切り、ながいも
　 は短冊切り、ミニトマトは半分に切る。
④ すべての材料と調味料を和えて盛りつ
　 ける。

（
調
味
料
）

材  

料
（
4
人
分
）

■
令
和
元
年
度
　組
合
管
理
者
講
習
会

　日
　
時
　
令
和
2
年
3
月
6
日（
金
）14
時
〜
17
時

　場
　
所
　
メ
ル
パ
ル
ク
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ

　
　
　
　（岡
山
県
岡
山
市
北
区
桑
田
町
1
‐
13
）

■
岡
山
県
合
同
企
業
説
明
会

　日
　
時
　
令
和
2
年
3
月
5
日（
木
）13
時
〜
17
時

　場
　
所
　
ジ
ッ
プ
ア
リ
ー
ナ
岡
山

　
　
　
　（岡
山
県
岡
山
市
北
区
い
ず
み
町
2
‐
1
）

結きくらげ 〈結ファーム株式会社〉  
自然豊かな〝晴れの国〞岡山県和気町で栽培している白
いきくらげ。 20代農業女子で栽培から製品化まで手が
けています。 
結ファームが作る白いきくらげは〝肉厚〞でコリコリっとし
た食感が特徴。希少価値の高さは元より、抜群の栄養素
が含まれています。 私が考えました！

提供
商品

人間栄養学科3年生 川畑 美結

※登録・相談・紹介等すべて無料です

がんばる企業
がんばる企業

　
こ
の
た
び
協
同
組
合
岡
山
機
工
セ
ン

タ
ー
の
組
合
員
で
あ
る
双
葉
電
機
株
式
会

社
が
、
全
社
全
部
門
で
テ
レ
ワ
ー
ク
を
導

入
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
代
表
取
締
役
社

長
の
岡
﨑
世
作
氏
に
、
導
入
の
経
緯
や
工

夫
さ
れ
た
点
等
に
つ
い
て
、
電
話
と
メ
ー

ル
で
お
伺
い
し
ま
し
た
。

テ
レ
ワ
ー
ク
導
入
は
ど
の
よ
う
に

進
め
た
の
で
し
ょ
う
か

　
出
張
の
多
い
社
員
等
か
ら
の
要
望
も
あ

り
、
昨
年
６
月
に
、
ど
こ
で
も
仕
事
が
で

き
る
環
境
づ
く
り
を
全
社
的
に
行
う
こ
と

を
決
定
し
ま
し
た
。
テ
レ
ワ
ー
ク
希
望
者

か
ら
部
門
横
断
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
募
り
、
集
ま
っ
た
14
名
の
メ
ン
バ
ー
が

各
部
門
の
要
望
を
ま
と
め
て
体
制
づ
く
り

を
行
い
、
今
年
３
月
よ
り
全
社
的
に
導
入

し
ま
し
た
。

　
導
入
時
期
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
B
C
P
も
策
定
し
て
い
た
為
、

5
月
末
ま
で
は
一
日
交
代
2
チ
ー
ム
制
の

在
宅
勤
務
と
し
ま
し
た
。
6
月
か
ら
は
2

チ
ー
ム
制
は
廃
止
し
、
社
員
の
20
〜
35
％

が
在
宅
・
直
行
直
帰
と
し
て
い
ま
す（
東

京
・
九
州
オ
フ
ィ
ス
、
海
外
法
人
は
２
チ
ー

ム
制
継
続
中
）。

社
内
の
反
応
や
導
入
の
効
果
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
に

迫
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
予
想
以
上

に
ス
ム
ー
ズ
に
導
入
で
き
ま
し
た
。
ま
た

全
社
的
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
で
、
全
員
が

新
た
な
ツ
ー
ル
を
使
い
こ
な
す
と
い
う
意

識
啓
発
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
設
計
部
門
、
経
理
部
門
を
中
心
に
、
集

中
力
が
必
要
な
業
務
は
驚
く
ほ
ど
捗
る
と

社
内
で
好
評
で
す
。
ま
た
オ
ン
ラ
イ
ン
会

議
は
目
的
と
資
料
を
共
有
し
た
上
で
開
催

し
、
目
標
30
分
の
時
間
短
縮
を
図
る
一
方
、

部
門
毎
に
朝
礼
の
様
な
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を

行
う
こ
と
で
、
社
員
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
も
充
足
出
来
て
い
ま
す
。
ま
た
出

張
業
務
を
リ
モ
ー
ト
で
完
結
さ
せ
た
こ
と

で
、
移
動
時
間
が
削
減
さ
れ
、
月
に
３
〜

４
日
分
の
時
間
的
余
裕
が
生
ま
れ
た
社
員

も
い
ま
す
。
他
に
、
仕
入
先
と
の
打
ち
合

わ
せ
で
、
社
内
で
来
訪
を
待
つ
必
要
が
な

く
な
る
等
、
時
間
を
よ
り
有
効
に
使
う
こ

と
が
出
来
て
い
ま
す
。

導
入
に
あ
た
り
気
を
付
け
た
こ
と
は

あ
り
ま
す
か

　
各
社
員
が
そ
の
日
の
職
務
・
目
的
・
成
果

を
明
文
化
し
部
門
内
で
共
有
す
る
様
に
し

ま
し
た
。
な
ぜ
、
ど
こ
ま
で
、
い
つ
ま
で
に

や
る
の
か
を
明
確
化
し
、
働
く
プ
ロ
の
集

団
と
し
て
磨
き
を
か
け
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
自
宅
や
出
先
で
も
、
会
社
内
と

同
じ
レ
ベ
ル
で
資
料
・
デ
ー
タ
の
閲
覧
加

工
が
可
能
な
体
制
と
し
て
い
ま
す
。
全
て

の
資
料
・
デ
ー
タ
を
ク
ラ
ウ
ド
上
に
整
理

し
、
社
員
全
員
が
職
務
権
限
に
応
じ
て
利

用
可
能
な
も
の
に
仕
上
げ
て
い
ま
す
。
ま

た
そ
の
為
に
、
ツ
ー
ル
は
情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
機
能
を
重
視
し
て
選
定
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
社
員
の
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン

ス
の
向
上
を
意
識
し
ま
し
た
。
弊
社
は
託

児
所
を
併
設
し
て
お
り
、
子
供
と
昼
食
を

取
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
ま
た
６
月
に
新

築
し
た
県
西
部
の
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

は
C
L
T
工
法
を
採
用
す
る
等
、
執
務
環

境
の
改
善
を
重
視
し
ま
し
た
。
テ
レ
ワ
ー

ク
導
入
に
お
い
て
も
会
社
の
利
益
や
生
産

性
だ
け
で
無
く
、
社
員
に
喜
ば
れ
る
も
の

を
追
求
し
て
い
ま
す
。

テ
レ
ワ
ー
ク
導
入
を
検
討
し
て
い
る
企
業

に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す

　
今
や
仕
事
は
創
造
性
に
富
み
、
職
務
の

捉
え
方
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
。「
勤
勉
な
だ

け
で
は
価
値
な
ど
創
れ
な
い
世
界
」の
中

で
、
ど
の
様
に
し
て
創
造
価
値
を
高
め
る

か
、
何
を
基
準
に
評
価
す
べ
き
か
の
模
索

が
続
き
ま
す
。
人
口
減
少
に
よ
る
生
産
労

働
人
口
の
減
少
と
市
場
縮
小
が
避
け
ら
れ

な
い
な
か
、
私
た
ち
は「
働
き
方
の
多
様

性
」「
生
産
性
の
向
上
」「
エ
リ
ア
の
拡
大

（
グ
ロ
ー
バ
ル
化
）」等
に
対
応
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た
中
で
、

テ
レ
ワ
ー
ク
の
活
用
は
必
然
で
あ
り
、
企

業
の
持
続
可
能
性
を
高
め
る
も
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　  （
取
材
：
総
務
企
画
課
　
藤
田
）

企
業
デ
ー
タ

双
葉
電
機
株
式
会
社

創
　
業
：
1
9
4
6
年
3
月
1
日

　
　
　
　
：
㈱
日
立
製
作
所
及
び
日
立
グ

ル
ー
プ
の
専
門
商
社
と
し
、
電

気
機
器
・
重
電
機
・
空
調
機
・
情

報
・
映
像
・
通
信
・
工
機
製
品
販

売
及
び
保
守
サ
ー
ビ
ス
、
F
A

シ
ス
テ
ム
・
環
境
・
空
調
・
省
エ

ネ
シ
ス
テ
ム
設
計
施
工
及
び
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
、
通
信
・
管
工
事
・

電
気
工
事

資
本
金
：
4
，
9
5
0
万
円

社
員
数
：
1
1
9
人（
2
0
1
9
年
4
月
現
在
）

所
在
地
：
岡
山
県
岡
山
市
南
区
福
成
2
丁
目
23
番
18
号

（
他
に
東
京
オ
フ
ィ
ス
と
九
州
オ

フ
ィ
ス
、
タ
イ
現
地
法
人
）

T
E
L
： （
0
8
6
）2
6
3
‐
2
8
2
8

F
A
X
： （
0
8
6
）2
6
3
‐
3
0
1
1

U
R
L
：http://w

w
w
.futabanet.com

/

双
葉
電
機
株
式
会
社

が
ん
ば
る
企
業
＝
テ
レ
ワ
ー
ク
導
入
事
例
の
ご
紹
介
＝

きくらげの食感を楽しめるよう中華風サラダにしました。
簡単に作れて彩りも鮮やかなので、何かもう一品…というときにもピッタリです！
くらげには、必須アミノ酸、食物繊維、カルシウム、ビタミンＤが多く含まれています。とくにビタミンＤは丈夫な骨をつくるのに必要な
栄養素で、カルシウムの吸収を促すことで骨粗しょう症を予防する効果があります。他にも免疫力アップや便通が整う効果もありま
す。また、保水力が高いことで乾燥した肌を潤す効果もあります。皆さんも是非つくってみてください！

事
業
内
容
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INDEX
岡山県中央会等の総会について……2～ 3p　　　　　　
新型コロナウイルス感染症関係の支援施策情報……4p
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その他お知らせ等……11p

去る６月２５日（木）、岡山県中央会第65回通常総会を市内で開催。新型コロナウイルス感染症の拡大防止の為、規模を縮小、
フィジカルディスタンスを確保した実施となりました。詳細は2ｐに記載しておりますのでご覧ください。


